
内
大
会
」
に
向
け
て
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

市
民
公
募
債

　
ク

※

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
改

造
工
事
の
財
源
の
一
部
と
す
る
た

め
、住
民
参
加
型
市
民
公
募
債「
瀬

戸
内
市
民
債
」
の
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
財
源
の
確
保
と
市
民

の
市
財
政
運
営
へ
の
関
心
を
高
め

た
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
計
画

提
案
競
技
の
審
査
手
続
き
を
経

て
、
７
者
の
事
業
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
瀬
戸
内Kirei

未
来
創

り
連
合
体
」
を
委
託
先
候
補
者
か

つ
事
業
主
体
予
定
者
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
基
本
的
な
約
束
事
項

を
確
認
す
る
基
本
協
定
と
錦
海
塩

田
跡
地
活
用
基
本
計
画
策
定
業
務

の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
連
合
体
と
緊
密
に
連

携
を
図
り
、
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
検

討
委
員
会
に
よ
る
基
本
構
想
の
将
来

像
を
反
映
す
る
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

企
業
団
地
の
整
備

　
安
定
的
な
税
収
の
確
保
が
可
能

と
な
る
優
良
企
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
本
年
度
か
ら
体
制
を
充
実
し

て
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
長
船
町
宮
下
地
区
の
企
業
団
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
約

４
㌶
の
土
地
に
つ
い
て
の
県
の
開

発
許
可
が
下
り
、
用
地
買
収
を
進

め
て
い
ま
す
。
用
地
買
収
が
完
了

し
次
第
、
造
成
工
事
に
着
手
し
、

平
成
25
年
５
月
末
に
は
造
成
工
事

を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
邑
久
町
豆
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
約
５
㌶
の
企
業
団
地
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
ア

ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
造
成
工
事
の

測
量
設
計
作
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

先
般
、
地
元
関
係
者
へ
事
業
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
用
地
測
量
や
物
件
調
査
が

で
き
次
第
、
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
の
利
用
状
況

　
平
成
24
年
３
月
に
就
職
・
生
活

支
援
を
行
う
場
所
と
し
て
市
役

所
本
庁
１
階
に
開
設
し
た
ジ
ョ
ブ

　
は
じ
め
に

　　

国
会
で
は
衆
議
院
が
解
散
さ

れ
、
我
が
国
に
と
っ
て
今
後
の
大

き
な
方
向
性
を
決
め
る
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
Ｔ

※

Ｐ
Ｐ
を
始
め
と

し
た
経
済
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
在
り
方
、
社
会
保
障
改
革
な

ど
市
に
も
大
き
な
影
響
の
あ
る
争

点
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
か
じ
取
り
を
考
え
る
と

き
、
政
局
を
見
極
め
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
考
慮
し
た
慎
重
な
動
き

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
国
政
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
市
民
本
位
の
市
政
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

国
際
交
流
事
業

　
11
月
１
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で

る
こ
と
や
公
募
債
で
の
償
還
期
間

短
縮
に
よ
る
償
還
利
子
の
圧
縮
、

市
民
へ
の
利
子
の
還
元
を
目
的
と

し
て
、
本
年
度
試
行
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
２
億
円
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　
錦
海
塩
田
跡
地
内
の
覆
土
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
末
で
約
70
％
の

達
成
率
と
な
り
、
平
成
25
年
度
は

国
土
交
通
省
の
事
業
で
大
量
の
土

の
搬
入
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
上

半
期
に
は
覆
土
の
完
了
が
で
き
る

見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
県
か
ら
適
正
廃
止
の
基

準
と
し
て
新
た
に
指
導
が
あ
っ
た

「
発

※

生
ガ
ス
」
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
２
回
実
施
し
「
特

に
異
常
な
し
」
と
の
調
査
結
果
を

得
て
い
ま
す
。

　
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
７
月
18
日
に
公
募
を
開
始
し

ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
の
利
用
状

況
は
、
開
設
か
ら
10
月
末
ま
で

の
延
べ
来
所
者
は
９
８
４
人
で
、

２
６
２
件
の
事
業
所
紹
介
を
行

い
、
66
人
が
就
労
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
生
活
保
護
受
給
中
の
人

で
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
を
利
用
し
就

労
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
保
護

の
要
件
か
ら
外
れ
た
人
は
３
世
帯

５
人
、
生
活
保
護
費
が
減
額
と

な
っ
た
の
は
３
世
帯
で
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
の
人
は
２
人
、

子
育
て
両
立
支
援
の
人
は
７
人
、

母
子
家
庭
の
人
は
１
人
が
就
労
し

ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
は
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長

船
と
牛
窓
支
所
に
月
１
回
出

※

張
相

談
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

  A
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行
政
報
告

平
成
24
年
11
月
定
例
議
会
が
11
月
29
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練

　
11
月
13
、
14
日
に
平
成
24
年
度

日
本
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
相
互

応
援
参
集
・
受
入
訓
練
が
瀬
戸
内

市
と
備
前
市
を
被
災
都
市
と
し

て
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
に
よ
り
配
水
池
か
ら
の
送

水
管
が
折
損
し
、
両
市
で
約
７
、

０
０
０
世
帯
が
断
水
し
た
と
の
想

定
で
、
給
水
訓
練
、
宿
泊
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
、
瀬
戸
内
市
で
は

訓
練
受
入
先
と
し
て
応
援
受
入
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
市
町
な
ど
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
訓
練
と

用
語
の
解
説
・
備
考

Ｔ
Ｐ
Ｐ

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
。
加
盟

国
の
間
で
取
引
さ
れ
る
品
目
の

関
税
を
段
階
的
に
撤
廃
す
る
経

済
的
枠
組
み
。

密み

陽り
ゃ
ん

市

　

大
韓
民
国
慶
尚
南
道
の
東
部

に
あ
る
人
口
約
11
万
人
の
市
。

江
戸
時
代
、
朝
鮮
王
国
か
ら
江

戸
幕
府
将
軍
に
向
け
て
送
ら
れ

た
朝
鮮
通
信
使
の
礎
を
築
い
た

松
雲
大
師
の
生
誕
地
。

　

牛
窓
町
牛
窓
が
か
つ
て
朝
鮮

通
信
使
の
寄
港
地
だ
っ
た
こ
と

か
ら
友
好
交
流
が
続
き
、
平
成

17
年
に
瀬
戸
内
市
と
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全

国
交
流
会

　

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
瀬
戸

内
市
ほ
か
14
市
町
、
唐
子
踊
保

存
会
な
ど
各
種
団
体
や
個
人
が

構
成
す
る
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連

絡
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
開

催
す
る
交
流
会
。

　

平
成
23
年
度
は
長
崎
県
対
馬

市
で
、
平
成
24
年
度
は
大
韓
民

国
釜
山
広
域
市
で
行
わ
れ
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　

牛
窓
町
牛
窓
に
あ
る
瀬
戸
内

市
内
唯
一
の
ご
み
焼
却
施
設
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
現
在
岡

山
市
に
焼
却
を
委
託
し
て
い
る

長
船
地
域
の
ご
み
を
含
め
た
瀬

戸
内
市
内
の
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
、
設
備
が
長
時
間
の
焼
却

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
改

造
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

発
生
ガ
ス
の
調
査

　

錦
海
塩
田
跡
地
と
と
も
に
市

が
引
き
継
い
だ
約
80
㌶
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
事
業
は

平
成
20
年
に
終
了
）
か
ら
標
本

の
ガ
ス
を
採
取
し
、
メ
タ
ン
、

硫
化
水
素
な
ど
の
濃
度
を
測
定

し
た
。

出
張
相
談

　

求
職
者
を
対
象
と
し
た
相
談

会
。
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
と
牛
窓

支
所
で
毎
月
１
回
実
施
し
て
い

る
。
相
談
料
は
無
料
。

　

詳
細
は
、
本
紙
20
、
21
ペ
ー

ジ
の
く
ら
し
の
情
報
を
参
照
。

オリーブ園から望む錦海塩田跡地

ジョブスポットせとうちでの面談

韓
国
密

※

陽
市
の
高
校
生
８
名
を
招

き
、
邑
久
高
等
学
校
で
交
流
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
授
業
や
部
活
動
の
体
験
交
流
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
生
活
体
験
を

行
い
、
11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

「
瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
の
朝
鮮
通
信
使
行

列
へ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

　
今
後
、
平
成
25
年
度
に
開
催
予

定
の
「
第
20
回　
朝

※

鮮
通
信
使
ゆ

か
り
の
ま
ち
全
国
交
流
会　
瀬
戸

クリーンセンターかもめ

ホストファミリーとの対面式にて

上水道相互応援参集・受入訓練
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交
通
事
故
防
止

　
平
成
23
年
の
小

※

・
中
学
生
の
交

通
危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
瀬
戸
内

市
が
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
た
こ
と
を

大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
23
年
の
同
時
期
と

比
べ
、
事
故
件
数
は
半
減
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
登
下
校
中
に
お
け
る

中
学
生
の
自
転
車
事
故
は
増
加
し

て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
事
態

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
や
保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人

　

地
方
自
治
体
が
直
接
実
施
す

る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、

民
間
の
主
体
に
委
ね
た
場
合
、

実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る

事
業
な
ど
を
効
率
的
に
行
わ
せ

る
た
め
に
地
方
自
治
体
が
出
資

し
設
立
す
る
法
人
。
現
在
の
公

設
公
営
で
の
運
営
に
比
べ
る
と
、

組
織
、
職
員
定
数
、
予
算
な
ど

に
つ
い
て
制
約
が
緩
や
か
で
あ

る
た
め
、
自
主
的
か
つ
弾
力
的

な
経
営
が
期
待
で
き
る
。

現
在
の
16
分
団

　

旧
牛
窓
町
は
、牛
窓
、牛
窓
東
、

鹿
忍
、
鹿
忍
西
、
長
浜
の
５
分

団
。
旧
邑
久
町
は
、邑
久
、福
田
、

今
城
、豊
原
、本
庄
、笠
加
、玉
津
、

裳
掛
の
８
分
団
。
旧
長
船
町
は
、

美
和
、
国
府
、
行
幸
の
３
分
団
。

小
・
中
学
生
の
交
通
危
険
度

ラ
ン
キ
ン
グ

　

岡
山
県
警
察
本
部
が
取
り
ま

と
め
た
、
小
中
学
生
１
、０
０
０

人
当
た
り
の
交
通
事
故
の
発
生

件
数
な
ど
を
県
内
の
市
町
村
別

に
比
較
し
た
も
の
。
瀬
戸
内
市

は
小
・
中
学
生
の
合
計
で
、
関

係
し
た
事
故
と
第
１
当
事
者
の

事
故
に
つ
い
て
の
指
標
が
ワ
ー

ス
ト
（
最
も
危
険
）
で
あ
っ
た
。

見通しの悪い交差点は事故が起こりやすい

な
り
ま
し
た
。今
後
も
よ
り
一
層
、

相
互
応
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

病
院
建
設
・
地
方
独
立
行
政
法
人
化

　
平
成
23
年
度
の
決
算
で
は
赤
字

で
し
た
が
、
医
師
の
増
員
な
ど
も

あ
り
経
営
状
況
は
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
入
院
患
者
数
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
も
新
し

く
脳
神
経
外
科
が
加
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
一
日
平
均
約
10
人
か
ら
12

人
程
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
地

※

方
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
は
、
病
院
の
体

力
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
り
、
十
分
な
経
営
能
力
、
財
務

体
質
な
ど
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
後
で
の
移
行
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
基

本
設
計
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
配

置
は
、
現
在
の
車
庫
周
辺
と
水
田

部
分
に
新
病
院
を
建
設
し
、
そ
の

西
側
に
病
児
保
育
・
院
内
保
育
棟

を
配
置
し
、
現
病
院
周
辺
を
外
来

駐
車
場
、
車
庫
棟
北
側
を
職
員
駐

車
場
と
し
て
い
ま
す
。

中
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

消
防
団
組
織
の
変
更

　

消
防
団
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
10
月
に
瀬
戸
内
市

消
防
団
活
性
化
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
分
団
の
再
編
成
を
要
に

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
８

日
に
分
団
再
編
の
検
討
結
果
が
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
内
容
は
、
現

※

在
の
16
分
団
を
８

分
団
に
統
合
す
る
も
の
で
、
旧
牛

窓
町
は
現
５
分
団
を
牛
窓
、
鹿

忍
、
長
浜
の
３
分
団
に
、
旧
邑
久

町
は
現
８
分
団
を
東
と
西
の
２
分

団
に
、
旧
長
船
町
は
現
行
の
ま
ま

の
３
分
団
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
体
制
で
の
活
動
は
、
平

成
25
年
１
月
１
日
か
ら
開
始
し
て

い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
瀬
戸
内
市
消
防
団
と
し

て
旧
町
の
枠
を
取
り
除
い
て
火
災

現
場
に
近
い
分
団
・
部
が
第
１
出

動
と
な
り
効
果
的
な
消
防
活
動
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
出
動
要
請
の
見
直
し
作

業
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
分
団
機
庫
の
整
備
も

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
病
院
棟
は
、
１
階
に
診
療
機
能

の
ほ
ぼ
全
て
を
配
置
し
、
２
階
の

全
て
を
入
院
病
棟
と
し
、
北
側
に

急
性
期
医
療
を
担
う
一
般
病
棟
40

床
、
南
西
側
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
30
床
、
南
東
側

に
療
養
病
棟
40
床
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
３
階
に
は
、
北
側
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
員
食
堂
お

よ
び
休
憩
室
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
機
械
室
を
配
置
し
、
南
側
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
可

能
な
屋
上
庭
園
を
設
け
、
有
効
活

用
を
図
る
計
画
で
す
。
実
施
設
計

に
着
手
し
て
お
り
、
本
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
既
存
車
庫
な
ど

の
解
体
撤
去
工
事
、
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
も
本
年
度

新病院の建設予定地

北

外来
駐車場

職員駐車場・車庫など

病院棟
病児保育・
院内保育棟

瀬
戸
内
市
を
も
っ
と
元
気
に
！

都
市
か
ら
来
た
３
人
が
︑
た
だ
い
ま
奮
闘
中
で
す
︒

そ
の
名
も
﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂︒
文
字
通
り
︑
瀬
戸
内
市
の
魅
力
・
底
力
を
掘

り
お
こ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
︒

市
が
︑
３
人
に
協
力
隊
員
を
委
嘱
し
た
の
は
平
成
24
年
７
月
︑
９
月
︑
10
月
︒

ま
ず
は
︑﹁
瀬
戸
内
市
の
こ
と
を
広
く
深
く
知
ろ
う
﹂
と
奔
走
す
る
毎
日
︒

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
︑﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂
事
業
と
３
人
の
今
後
の
意
気
込
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
著
し
い
地
方
に
お
い

て
、
３
大
都
市
圏
を
は
じ
め
都
市
地
域

の
人
材
を
地
方
自
治
体
が
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
総
務
省

の
事
業
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
い
て
も
市
民
団
体
の

支
援
や
情
報
発
信
、
相
談
活
動
、
観
光

支
援
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
も
ら
う
た

め
、
平
成
24
年
４
月
に
公
募
を
行
い
、

３
名
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
３
人
は
瀬
戸
内
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
︵
非
常
勤
の
特
別
職
︶
と
し
て
、
地

瀬
戸
内
市
の
底
力
を
掘
り
お
こ
す

浅
井　
民
間
企
業
で
、ブ
ラ
ン
ド
管
理
、

　
市
場
調
査
、
販
売
促
進
、
イ
ベ
ン
ト

　
の
企
画
な
ど
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
豊
か
さ
の
価
値
を
実
体
験
を
も
っ
て

　
再
考
し
、
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ

　
と
で
、
情
報
発
信
や
観
光
支
援
活
動

　
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

三
木　
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
や
包
装
な
ど

　
の
販
売
促
進
用
品
製
作
、
デ
ザ
イ
ン

　

業
務
全
般
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ

　
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
定

　
着
や
人
と
人
を
繋
ぐ
よ
り
良
い
空
間

　
の
創
出
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
人　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

　
活
動
期
間
は
最
長
で
も
３
年
と
い
う

　
短
期
間
で
す
が
、
隊
員
と
皆
さ
ん
双

　
方
に
と
っ
て
明
る
い
将
来
像
を
描
く

　
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

　
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

三み

き木
裕ひ

ろ
の
り紀  

岐
阜
県
か
ら

域
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
期
間
が
終

了
し
た
後
も
、
地
域
に
根
差
す
た
め
の

基
盤
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

菊
地　

Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
会
社
を
設
立
し
、

　
主
に
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
な

　
ど
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

　
視
点
か
ら
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を
市
内

　
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

Ⅰ
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
は

Ⅱ
職
歴
と
今
後
の
意
気
込

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

浅あ
さ
い井

克か
つ
と
し俊  

東
京
都
か
ら

菊き
く
ち地
友と

も
か
ず和  

千
葉
県
か
ら

Ⅲ
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

昭和 46 年岩手県前沢町（現奥州市）
生まれ。幼少時は東京、北米、学
生時代は横浜などの各地で過ごす。
印刷系、ＩＴ系の仕事を経て、地
域おこし協力隊に。料理が好き。

昭和 49 年神奈川県横浜市生まれ。
横浜育ち。
就職を期に東京都世田谷区へ。
趣味は音楽鑑賞、バスケットボー
ル 。一児の父。

昭和 51 年岐阜県中津川市生まれ。
岐阜育ち。
日本各地で経験を積み、ＪＩＣＡ
の青年海外協力隊としてフィリピ
ンへ。帰国後、瀬戸内市に移住。
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